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2017年度 ドコモ市民活動団体助成事業　中間報告書
2018年3月17日

活動名
発達障がい児を持つ母親の為のワークショップと

ネットワーク作り

いえいく。会

子どもの健全な育成を支援する活動

⑤障がい、難病の子どもの支援活動

■申請書のスケジュール ■各スケジュールごとの活動内容

 いえいく。会　　「チャットde学習会」運営・冊子作成業務

①学習会では本会よりファシリテータを配置する。
②参加者には学習会当日までに以下の内容を記載した案内を送付する。

A.SNS上でやり取りされた内容に関する情報管理方法と著作権
Ｂ.情報流出の可能性とその防止の為に守られければならないルール

・上の学年の子どもを持つ母親達の経験から得た知識や情報を下の学
  年の子どもを持つ母親達へ伝達する事ができた。

Ｈ29.9～Ｈ29.12

Ｈ30.5～Ｈ30.7

Ｈ29.9～Ｈ30.８

・ワークショップ「チャットde学習会」9月開講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全4回連続講座）
・ワークショップ「チャットde学習会」5月開講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全3回連続講座）
・ワークショップ「チャットde学習会」の冊子作成

■実施体制

■長期成果
・発達障がい児の子育てについて、具体的な方法がわかり、親子共に家庭での暮らしが安定していく。また、これらの
支援方法を母親が学校・園等へ具体的に提示していくことで子どもの学校・園生活も安定していく。

■申請書の活動概要＜150～200字＞

発達障がい児を持つ母親が、専門家の助言を得ながら、
日常の問題解決を図る学習会を実施し、同時に、母親同士
の交流会及び情報交換を行う。専門家とのやり取りについ
ては、ＳＮＳ（フェイスブック）を利用して行い、その後、参加
者が投稿した問題と専門家の助言を冊子にまとめる。冊子
は、参加者に配布すると共に、随時、新たに繋がってくる母
親達への「Ｑ＆Ａ集」として利用したり、児童施設（学校・園
等）への啓発に使用する。

■活動目標
・発達障がい児を持つ母親達に、日常の問題解決を図る学習会を提供し、同時に、母親同士の交流及び情報交換が
出来る機会を設ける。

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

■活動風景

<チャットde学習会> <チャットde学習会> <冊子の校正作業>

（団体名）いえいく。会
（ホームページ）：http://ieiku.web.fc2.com/

助成金額
　　500,000円

助成期間

H29.9.1～H30.8.31

■上期の成果と下半期に向けた改善点

＜上期の成果＞

・専門家のアドバイス、他の母親の話を聞く機会が持てた。

・発達障がい児の母親は、皆、同じ様な悩みを持っている事に参加者が
  気づいた。

・発達障がい児の子育てについて具体的な方法がわかり、親子共に家庭
  での暮らしが安定してきている参加者が出てきた。

・相談後の参加者の気持ちの変化や子どもの様子をアドバイザー及び
  参加者全員が共有できる様に、現在の近況をSNSに投稿していく。

・冊子の相談内容の選定を行い、内容を推敲し、アドバイザーによる校正
  まで完了する事ができた。

③託児は学習会会場同施設内にある市の幼児一時預かり事業を利用す
   る。発達障がい児の託児も想定し託児環境の整った（専門性を持った
   人員・場所等）施設を選定。

 ＜下半期に向けた改善点＞

・相談する人とそうでない人が二極化する為、自己都合にて参加が難しい
  日は、在宅での参加を認めていく。

活動協力

●おめめどう（株）奥平綾子

・学習会のアドバイザー

・冊子の校正

●東海市子育て支援センター

・学習会当日の託児

●東海市市民活動センター

・学習会会場の貸出

周知協力

●東海市市役所 情報課

●東海市市民活動センター

●（社福）愛光園

障害者支援センター らいふ

●（社福）さつき福祉会

療育施設 カトレア学園

児童デイサービス なでしこ


